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駐
日
パ
キ
ス
タ
ン
大
使
館
と

歳
好
交
流
促
造
を
目
的
に
理
解
と
助
け
合
い

戦
曜
雛

木
更
津
市
が
書
聞
変
換

木
更
津
市
は
二
十

一
日
、

駐
日
パ
キ
ス
タ
ン

・
γ
ス

ラ
ム
共
和
国
大
使
館
と
、

友
好
交
流
促
進
を
目
的
に

し
た

「
書
簡
の
交
換
」
を

行

っ
た
。

市
役
所
駅
前
庁
舎
内
で

行
わ
れ
た

「
書
簡
の
交
換

式
」
に
は
、
同
大
使
館
特

命
全
権
大
使
の
イ
ム
テ
ィ

ア
ズ

・
ア

ハ
マ
ド
氏
、
イ

ス
マ
ン
ト

・
ハ
サ
ン

・
シ

社

説

ま
ん
延
防
止
等

重
点
措
置

千
葉
県
で
は
、
同
措
置

が
行
わ
れ
て
い
る
首
都
圏

一
都
三
県
の
共
同
メ
ン
セ
ー

ジ

と

し

て

、

～

若

年

層

（
十
代
～
三
十
代
）
に
新

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
　
規
感
染
者
が
多
発
し
て
お
　
会
話
の
際
は
マ
ス
ク
着
用
。

の
オ
ミ
ク
ロ
ン
踪
に
よ
る

り

、
主
な

感

染
経

略
は
　
④
体
調
が
悪
い
場
合
や
感

,

命

彎

ア
ル
次
席
、

蜜

ル

・

ズ
ル
フ

ィ
カ

ル
参
事
官
、

味
庵

（
ミ
ア

ン
）

，
ラ
ム

ザ
ン

・
シ
デ
ィ

ー
ク
和
新
ト

レ
ー
デ

ィ
ン

ク
餘
社
長
な

ど
が
来
庁
。

市
か
ら
は

渡
辺
芳
邦
市

長
、
日
中
幸

子
副
市
長
、

廣
部
昌
弘
教

き A↓
,

，（
ヤ

，
峰
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育
長
、
重
城
正
義
市
議
会

議
長
、
車
刈
慎
祐
副
議
長

な
ど
関
係
者
が
出
席
し
た
。

席
上
、
木
更
津
市
か
ら

友
好
交
流
書
簡
交
換
に
至

る
ま
で
の
経
緯
説
明
が
行

わ
れ
た
後
、
漫
辺
市
長
か

ら
ア

ハ
マ
ド
大
使

へ
、
ア

ハ
マ
ド
大
使
か
ら
渡
辺
市

長

へ
、
そ
丸
ぞ
れ
書
簡
が

手
渡
さ
れ
、
今
後
の
友
好

交
流
の
展
開
を
期
待
し
た
。

同
書
簡
に
は
、
～
双
方

が
異
な
る
文
化
や
歴
史
、

宗
教

へ
の
理
解
を
深
め
、

友
好
親
善
を
増
遺
さ
せ
る

た
め
、
両
国
の
交
流
促
進
、

木
更
津
市
在
住
の
パ
キ
ス

タ
ン
人

へ
の
生
活
支
援
や

地
域
住
民
と
の
交
流

・
地

域
活
動

へ
の
参
加
機
会
等

の
拡
大
、
情
報
の
共
有
、

経
済

。
産
業
交
流
事
業
の

促
進
～
な
ど
が
記
載
さ
れ

て
い
る
。

ま
た
日
本
と
パ
キ
ス
タ

ン
と
は
、

一
九
五
二
年
四

換
気
な
ど
基
本
的
な
感
染

対
策
の
徹
底
。
②
混
雑
し

た
場
所
を
避
け
て
の
行
動
。

③
食
事
の
際
は
出
来
る
限

り
少
人
数

・
短
時
間
で
、

月
二
十
八
日
の
国
交
開
始

以
来
、
今
年
で
七
十
周
年

を
迎
え
る
こ
と
、
木
更
津

市
も
今
年
、
市
制
施
行
八

十
周
年
を
迎
え
る
こ
と
か

ら

一
緒
に
祝
賀
行
事
を
行

い
た
い
な
ど
の
提
案
も
双

方
か
ら
あ

っ
た
。

木
更
津
市
に
は
現
在
、

二
千
六
百
二
十

一
人
の
外

国
人
市
民
が
お
り
、
こ
の

う
ち
の
七
十
人
が
パ
キ
ス

第
３
回
″
力
接
種
ス
タ
ー
ト

特
養
老
い
わ
ね
潮
の
香
国

。
矢
那
悔
の
香
国

地
域

一
番
乗
り
で
実
施

にJヽけ

で
実
施
さ
れ
た

『
成
人
式
』

で
は
ど
の
会
場
も
イ
ス
は

一
つ
置
き
使
用
で
密
老
避

け
、

マ
ス
ク
着
用
な
ど

コ

ロ
ナ
感
染
防
止
対
策
が
徹

底
さ
れ
て
行
わ
れ
た
。
ど

の
会
場
も
式
典
中
は
私
語

と
き
で
あ

っ
た
。
新
成
人

の
こ
の
行
動
に
君
津
地
域

四
市
の
明
る
い
、
頼
も
し

い
未
来
像
が
う
か
が
わ
れ

た
。
若
者
達
の
こ
の
心
意

気

が

あ

れ

ば

、

今

回

の

「
ま
ん
延
防
止
等
重
点
借

タ
ン
人
で
市
内
に
は
ム
ス

リ
ム

（
イ
ス
ラ
ム
教
徒
）

の
モ
ス
ク

（
イ
ス
ラ
ム
教

の
礼
拝
堂
）
が
あ
り
、
市

外
か
ら
の
パ
キ
ス
タ
ン
人

を
含
む
ム
ス
リ
ム
の
来
訪

者
も
多
い
。

さ
ら
に
市
内

に
は
パ
キ
ス
タ
ン
人
や
ム

ス
リ
ム
の
人
々
が
立
ち
上

げ
た

「
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
日
本

ム
ス
リ
ム
商
工
振
興
会
」

も
あ
り
、
積
極
的
な
ビ
ジ

ネ
ス
活
動
も
行
わ
れ
て
い

る
。
ま
た
ア

ハ
マ
ド
大
使

は
、
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
で
も

家
族
と
と
も
に
度
々
木
更

津
市
を
訪
れ
て
お
り
、
農

業

（
田
植
え
な
ど
）
体
験

や
、
市
内
の
史
跡
巡
り
、

買
い
物
等
も
楽
し
ん
で
い

る
と
い
う
。

（
写
真

は
左

か

ら

四
番

目
が

大
使

、
市

長
、

右

は
市

側

の

出
席
者
）

「
い
わ
ね
潮
の
香
園
」
、

「
矢
那
梅
の
香
園
」
で
は
、

現
在
ま
で
の
と
こ
ろ
、
新

型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に

つ

い
て
は
、
入
所
者
及
び
職

員
等
の
感
染
者
は
出
て
い

な
い
。
両
施
設
で
は
、
日
々

の
感
染
対
策
に

つ
い
て
も

徹
底
し
、
併
せ
て

「
Ｐ
Ｃ

Ｒ
検
査
」
に

つ
い
て
は
毎

週
実
施
す
る
な
ど
、
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
等
の
感

染
症
に
対
す
る
対
策
を
十

分
行

っ
て
い
る
。

二
十

一
日
の
ワ
ク
チ
ン

接
種
に
当
た

っ
て
は
、
同

法
人
嘱
託
医
の
重
城
明
男

医
師
及
び
重
城
敬
子
医
師

が
入
所
者

（
高
齢
者
）
等

に
行
い
、
ま
た
、
接
種
後

に

つ
い
て
も
両
医
師
に
よ

る
経
過
観
察
が
行
わ
れ
る

社
会
福
祉
法

人
梅
香
会

（
理

事
長

・
重
城
明

男
医
師
、
木
更

津
市
）
で
は
、

感
染
力
が
強
い

新
型

コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス

「
オ
ミ

ク

ロ
ン
株
」

ヘ

の
対
策
に

つ
い

て
早
急
に
行
う

べ
く
、
今
月

二

十

一
日

（
金
）

よ
り
、
同
会
が

運
営
す
る
特
別

養
護
老
人
ホ
ー

ム

「
い
わ
ね
潮
の
香
園
」

及
び

「
矢
那
梅
の
香
園
」

で
、
入
所
者
及
び
職
員
等

約
二
百
四
十
人
を
対
象
と

し
た

「
第
３
回
目
の
ワ
ク

チ
ン
接
種
」
が
ス
タ
ー
ト

し
た
。

（
市
は
そ
れ
よ
り

先
に
高
齢
者
等
対
象
者
に

接
種
券
を
送
付
）

「チ
バ
ニ
ア
ン
」
と
房
総
半
島

木
更
津
市
中
央
公
民
館
で
。
申
し
込
み
を

軽
螂
輸
醐

講
師
は
高
橋
直
樹
氏

房
総
の
地
域
文
化
を
学

ぶ
会

（
会
長

・
篠
田
芳
夫
、

元
君
津
地
方
公
民
館
運
営

審
議
会
委
員
連
絡
協
議
会

会
長
）
主
催
、

『
房
総

の

地
域
文
化
講
座
』
が
、
今

月
二
十
日

（
日
）
午
後

二

時
か
ら
三
時

二
十
分
ま
で

（
受
付
開
始
は
午
後

一
時

三
十
分
）
、
木
更
津
市
中

央
公
民
館

（
ア
ク
ア
木
更

津
Ｂ
館
三
階
）
の
多
目
的

ホ
ー
ル
で
開
か
れ
る
。

総
半
島
の
大
地
の
成
り
立

ち
か
ら
解
き
明
か
し
て
、

世
界
に
通
用
す
る

「
チ
バ

ニ
ア
ン
」
の
意
義
を
分
か

り
や
す
く
解
説
す
る
。

会
員
で
な
く
て
も
受
講

で
き
る
。
受
講
料
四
百
円

（
中
学
生
以
上
。
非
会
員

の
み
。
会
員
は
無
料
）
。

非
会
員
は
事
前
申
し
込
み

が
必
要
。
受
講
者
に
は

マ

ス
ク
着
用
な
ど
の
コ
ロ
ナ

感
染
防
止
策
を
お
願
い
し

，，
　

一と

な
ど
、
き
め
細
や
か
な
対

応
が
図
ら
れ
た
。
副
反
応

等
の
症
状
も
な
く
、
二
十

一
日
の
ワ
ク
チ
ン
接
種
は

無
事
終
了
し
た
。
接
種
者

も
安
心
し
て
接
種
を
終
え

る
こ
と
が
出
来
、
安
心
し

た
様
子
だ

っ
た
。

両
施
設
に
お
け
る

「
第

３
回
目
の
ワ
ク
チ
ン
接
聾

に
つ
い
て
は
、

一
月
下
旬

か
ら
二
月
上
旬
に
順
次
行

わ
れ
る
予
定
と
な

っ
て
い

る
。
ち
な
み
に
両
施
設
の

接
種
対
象
者
は
概
ね
二
百

四
十
人
程
度

（
矢
那
梅
の

香
園
百
六
十
人

・
い
わ
ね

潮
の
香
園
八
十
人
、
※
入

所
者

・
職
員
等
含
む
）

（
写
真

は

二
十

一
日
い
わ
ね

潮

の
香
国

で
、

左

。
重
城
敬

子
医
師
に
よ
る
接
種
の
様
子
）
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